
 

 

 

 

 

 

 

これまで「KomiKomiSukuSuku」で何回

か紹介させていただいている「松が丘カ

リキュラムマネジメントマップ」が加古

川の開園 3年目をむかえる保育園の保育

士さんたちの目にとまったそうです。

「まちの人と毎日をつくる保育園」とい

う保育理念や「まちの人とのつながりの

中で楽しいを起点に生きる土台をつく

る」という保育方針で保育に取組まれて

いる保育園さんが「松が丘カリキュラム

マネジメントマップ」をベースにした

「まち保育カリキュラムマネジメントマ

ップ」を作成され、実践されはじめたと

いう情報をキャッチしました。 

 早速、「どんなところにひかれたの

か」、「作成されて実践し始めてどう

か」といったことが知りたくなり、いく

つか質問させていただいたところ、次の

ようなお返事をいただきました。逆にと

ても勉強になる内容なのでご紹介させて

いただきます。 

 

Ｑ１．松が丘のマップのどんなところが響いたのでしょうか？ 
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まち保育カリキュラムマネジメントマップ 

→参考にぜひさせていただきたいと思った点は、6年間の子どもたちの学びに「地域」という

一貫性をもった１つの軸が設定され６年間段階的で発展的な学びが考えられている点です。 

保育園においても担任は１年間の年間カリキュラムを年度はじめに考えるのですが、やはりど

うしても単年度での思考になり、この子どもたちが来年はこういうことになっていってという

見通しや今の子どもたちの体験・経験の先についての共通認識は持ちきれていませんでした。 

ですが、開園２年目にまちの資源を担任もいろいろな目で見ることができるようになり、子ど

もたちの成長につながっていっている姿をみるようになり、点ではまちのなかやまちの人との 



 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．マップが出来上がったことでのメリットは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 お返事を読んでいると保育園の保育理念である「まちの人と毎日をつくる保育園」や、保育方

針としての「まちの人とのつながりの中で楽しいを起点に生きる土台をつくる」をみると、人と

のつながりを大切にした、地域社会の中で育つ子どもたちの姿が浮かんできます。 

 豊かな地域資源の中にどっぷり浸りきることのよさは、温泉につかっているとじわじわと効能

が浸み込んでくるようなイメージで私はとらえています。 

加古川に住んでおられる方から、園がある商店街には子どもたちがつくったポスター等が掲示

しいると聞いたことがあります。子どもたちにとって、商店街全体が学びの場であり、そこで五

感を使って感じ、多様な人と出会い、つながる中で、子どもたちは商店街という環境に浸りなが

ら成長していっていると感じました。そして、きっと商店街の人たち、商店街に買い物に来られ

る人たちも、きっと子どもたちからパワーをもらっているんだろうなと思います。 

ここにあげられている活動内容例や地域資源はあくまでも例であり、活動するなかでこれから

どんどん広がっていくのではと思います。逆に自分たちが考えたことを超えてくる子どもたちの

姿を楽しむようになっているのではと思います。子どもたちの成長の姿をイメージしながら子ど

もたちの学びをデザインできる力が、子どもの伴走者としてのこれからの保育士さんには求めら

れるのではと思います。こうした伴走者としての姿は保育士さんだけでなく、幼稚園、小学校、

中学校、高校…の先生に求められる力なのではと思います。 

今日も商店街の中で子どもの伴走をしながら、保育士さんたちのイメージは広がり、想像する

のが楽しくなっているのではとおもいます。 

 こういったカリキュラムマネジメントマップを通して、保育園、幼稚園、小学校、中学校の垣

根を超え、15年間の育ちの共有ができたら面白いな、そんな対話ができないかと妄想が広がって

きました。                             （文責：北本） 

    “夢みる小学校”     

申込受付中！！  

関わりが確実に子どもたちの成長につながっている、保育を豊かにしていっているという実感

がありました。 

上記の点から、松が丘小学校のカリキュラムマネジメントマップを拝見したときに、2年目で

培ってきたかわのまちほいくえんの点になっているまち保育の活動を線にしてつなげ、保育士

には理解しやすい子どもたちの発達段階とまちとの関わりを体系的に見せて共通認識をもつこ

とができる、単年度ではなく見通しをもって年間カリキュラムを考えられるようになるのでは

と思い、参考にさせていただきました。 

 

→非正規の保育士にもまちの人やまちの中での関わりと子どもたちの発達を一体で見せること

ができ、その意義や価値を共有しやすくなったことや、年間カリキュラムや月案といった日々

の活動を立てる際等、保育に迷った時に戻ってくるものができたことがメリットであると感じ

ています。「まちの人と毎日をつくる保育園」というコンセプトや「まちの人とのつながりの

中で楽しいを起点に生きる土台をつくる」という保育方針と年間カリキュラムの間をつなぐ指

針ができたという感じです。 

申込はこちらか

らあ 


